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研究成果の概要（和文）：（1）他国の学生とオンラインで対話する機会を設ける授業により，参加学生は異な
る文化に対する視点と理解を見直すきっかけが得られたことが明らかとなった。（2）受講により、学生の武力
行使の非道徳性を無視する傾向が低減することが示されたが、これは授業の効果とみなすことができる。（3）
プロセス評価の一環として、受講生に対する質問紙調査を複数回実施したところ、授業に対しては概ね高い評価
が得られたが、通信回線の不安定さと他大学の学生同士の討論の時間の少なさ、共通言語としての英語力につい
て国によって差がある、等の指摘があった。それらを授業運営者にフィードバックし、プログラム改善を図っ
た。

研究成果の概要（英文）：(1) It became clear that the class that included interacting with students 
from other countries online provided an opportunity for the participants to reconsider their 
perspectives and understandings of different cultures. (2) It was shown that participating the 
classes reduces the tendency to moral disengagement with using force among the students, which can 
be regarded as the effect of the program. (3) As part of the process evaluation, a questionnaire 
survey was conducted several times for the students, and the class was basically highly evaluated by
 them. However, some problems were pointed out: Poor internet connection in some countries; 
infrequent discussion between students at other universities; level of English proficiency among 
students from country to country, etc. The lecturers were given feedback on these issues to improve 
the program.

研究分野：異文化間教育
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
高等教育における平和構築・紛争予防教育プログラムの内容及び実施について、アウトカム評価及びプロセス評
価の観点から検討し、改善を図った。

COVID-19の流行もあり、今後ますます盛んになるであろうオンライン教育、他国の複数の大学間での同一教育プ
ログラムの共同実施、等についての知見と技法を深めるとともに、その改善のための評価法を整備した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

東京外国語大学大学院 Peace and Conflict Studies コース既に実施されている平和構築・紛

争予防に関する海外の大学との遠隔授業（以下 GCP と略す）については、内容、形式等、非

常に先駆的な取り組みであるが、担当者は、政治学、国際関係論、紛争学などを専門として

おり、教育プログラムの企画、実施、改善等については、検討の余地があると考えられた。 

 

２．研究の目的 

はじめに教育プログラムの平和構築に及ぼす効果を検討する手法，プログラムの内容や手法

の妥当性を振り返る手法を開発する。また 評価結果のフィードバックに基づくプログラムの発

展，改善を実践するシステムを構築し，評価手法を含めた汎用性のある持続可能な紛争予防

教育のプログラムを構築し，平和教育分野で手つかずとなっているプログラム評価モデルの適

用を図る。 

 

３．研究の方法 

① （主にアウトカム評価の観点から）授業参加学生に対する質問紙調査を継続的に実施し、

学習効果を測定、分析する。 

② （主にプロセス評価の観点から）参加学生・担当教員に対するインタビュー調査を通じて、

授業に対する満足感、有意義感、紛争に対する意識や寛容性についての内省の変化などを

検討する。これらをもとに、当該プログラムの改善を目指し、運営者（教員）に対するアドバイス

を行う。 

 

４．研究成果 

①プログラムの効果を査定するツール（測定尺度）としては民族や文化，宗教，イデオロギー

などが異なる者同士の対立である武力紛争を予防するうえでの基礎として，多様な価値観を

持つ他者と効果的，建設的に関わる力を測定する尺度である文化的知能の重要性が明らか

となった。 

その上で、教育プログラムによる育成効果の検討を行った結果，他国の学生とオンラインで

対話する機会を設ける GCP により，異なる文化と関わるレディネスが醸成されることが明らかと

なった。 

  

これに加え、武力行使に対し，人がその行為の非道徳性を無視して支持，実行をする心理

的メカニズムを説明する道徳不活性という概念に着目し，測定尺度としての心理測定学的側

面からの検討，および教育プログラムによる不活性低減効果についての検討を行った。測定

尺度の心理測定学的妥当性について検討をした結果，McAlister らが作成した Peace Test と

呼ばれる尺度について，因子構造および測定内容が，武力紛争の生起に関わる道徳不活性

を直接測定するものとして妥当であることが示された。そしてこの尺度を用いて教育プログラム

の効果を測定した結果，GCP の受講によって道徳不活性が低減，すなわち武力行使の非道

徳性を無視する傾向が低減すること（授業の有用性）が示された。 

 

②プログラム改善に寄与する評価手法の検討については，プログラム評価理論に基づき，



プロセス評価を行うことの重要性を再確認したうえで，具体的にはプログラム実施状況につい

ての受講生の認知を，質問紙調査（主として学生の学びの深さの自己認知，授業に対する満

足度と，改善要望との関連等について）によって確認した。その結果，授業内容には十分満

足であり，学びが深い受講生ほどさらに発展的な学習を欲していること，学びの深さや満足度

に影響を及ぼす要因には，通信回線の不安定さと，学生同士の対話の時間の少なさが挙げ

られた。さらに学生同士の対話の少なさの原因として，先述した通信回線が不安定で授業時

間を十分に使用できないこと，共通言語として使用している英語の能力について参加国によ

ってレベルがまちまちであること，授業の構成として教員によるレクチャーと学生の対話の時間

配分が不十分であることが指摘された。これらの研究成果を踏まえ，授業実践チームに対して，

授業内容の改善指針について具体的に提言を行った。 

最後に，本課題研究の総括として，パキスタンへ出張し，GCP 教育プログラムを受講した学

生に対してインタビュー調査を行った。インタビューは，主に受講動機，授業授業を通した学

びや自身に生じた変化，改善要望，その他の印象，感想について半構造化面接を 40 名に対

して実施した。その結果，参加学生は紛争の解決予防に対して強い動機を抱いており，授業

を通して多様な視点から解決，予防に取り組むことの重要性と意義について知ることができて

いた。また改善については，上述の質問紙調査で明らかになったものと概ね同じであり，イン

ターネット接続等の課題はあるものの，致命的欠陥は認められなかった。最後に，受講生自身，

このような多国間で連携をする授業プログラムは画期的かつ稀有であり，国際的な武力紛争

の解決，予防のための取り組みとして今後も継続すべきものという印象を抱いていることが明

らかとなった。また他国の大学生と討議をすることが、彼らの異文化に対する視点や理解を見

直す重要なきっかけとなっていることが分かった。 
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